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市報

さかいみなとさかいみなと

子どもたちの笑顔をつなぐ子どもたちの笑顔をつなぐ　　

　児童虐待防止推進月間の１１月１５日、オレン

ジリボンたすきリレーが行われました。

　鳥取県西部地区の４つの地点を起点として、最

終ゴール地点の米子児童相談所を目指して１本の

たすきをリレーしました。境港市では、市役所か

ら中浜サントピアまでをリレーし、米子市へたす

きをつなぎました。

　沿道で応援する子どもたちは、笑顔であふれて

いました。
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第55回　境港市表彰式典第55回　境港市表彰式典

境港市ダイヤモンド婚・金婚記念祝賀式典境港市ダイヤモンド婚・金婚記念祝賀式典
　第５５回境港市表彰式典とダイヤモンド婚・金婚記念祝賀式典を１１月３日（月・文化

の日）に文化ホールで行いました。

　市の発展に大きく寄与された人へ表彰状を贈呈し、永きにわたり苦楽を共に歩んでこら

れたご夫婦には、寿詞を贈りました。

善善  

行行  

表表  

彰彰

勤勤  

続続  

表表  

彰彰

◆
魚
と
鬼
太
郎
の
ま
ち

　
　
　

境
港
ふ
る
さ
と
基
金
に
寄
附

　

岡
空　

輝
夫 (

浜
ノ
町)

　

足
立　

伸
の
び
る (

東
京
都)

◆
自
治
会
長
と
し
て

　
　
　

自
治
会
の
育
成
充
実
に
寄
与

　

遠
藤　

惠よ
し

裕ひ
ろ (

外
江
町)

　

古
德　

幹
男 (

外
江
町)

◆
保
護
司
と
し
て

　
　
　
　
　

更
生
保
護
活
動
に
尽
力

　

長な
が

榮え　

素
子 (

末
広
町)

　

拜
藤　

み
ゆ
き (

外
江
町)

◆
消
防
団
員
と
し
て消

防
行
政
に
寄
与

　

角　

秋
広 (

新
屋
町)

　

紙か
み

野の　

博 (

福
定
町)

　

木
田　

徳な
る

治じ (

麦
垣
町)

◆
保
健
事
業
行
政
に
寄
与

　

柏
木　

幸
惠 (

清
水
町)

　

奈
良
井　

多
美
子 (

渡
町)

◆
市
民
の
健
康
づ
く
り
活
動
に
尽
力

　

内　

慶
子 (
外
江
町)

　

濱
田　

み
き
江 (
外
江
町)

◆
地
域
包
括
ケ
ア
体
制

　
　
　
　
　
　

構
築
の
た
め
に
寄
附

　

廣ひ
ろ

江え　

研け
ん (

米
子
市)

◆
小
学
校
に
物
品
の
寄
附

　

古ふ
る

都い
ち　

久
之 (

故
人･

日
野
郡)

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　

渡
邉　

三
郎 (

京
町)

◆
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護

                         

審
査
会
委
員

　

足
立　

悅
男 (

新
屋
町)

　

足
立　

珠
希 (

米
子
市)

◆
職
員
懲
戒
審
査
委
員
会
委
員

　

佐
々
木　

宏
之 (

中
野
町)

◆
財
産
評
価
審
議
会
委
員

　

渡
邉　

三
郎 (

京
町)

　

小こ

板い
た　

裕
ゆ
た
か (

元
町)

◆
交
通
安
全
指
導
員

　

田　

シ
ズ
子 (

誠
道
町)

　

石
倉　

紀と
し

夫お (

誠
道
町)

◆
農
業
委
員
会
委
員

　

内　

明 (

外
江
町)

　

築
谷　

樹 (

渡
町)

◆
都
市
計
画
審
議
会
委
員

　

永
井　

忠
志 (

三
軒
屋
町)

◆
就
学
指
導
委
員
会
委
員

　

土つ
ち

江え　

秀
明 (

相
生
町)

◆
教
育
委
員
会
委
員

　

遠
藤　

惠
裕 (

外
江
町)

　

永
井　

美
央 (

中
野
町)

◆
渡
公
民
館
長

　

松
本　

一
夫 (

渡
町)

◆
外
江
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員

　

古
德　

幹
男 (

外
江
町)

◆
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
委
員

　

竹
内　

栄 (

外
江
町)

◆
廃
棄
物
減
量
等
推
進
員

　

兼
原　

大だ
い

福ふ
く (

誠
道
町)

　

大
島　

利
光 (

中
野
町)

　

宇
田
川　

豊 (

湊
町)

　

田
中　

鶴
夫 (

新
屋
町)

　

植
田　

幹
雄 (

蓮
池
町)

　

米
田　

幸
久 (

外
江
町)

　

坂
本　

六
男 (

小
篠
津
町)

　

渡
邉　

正
明 (

森
岡
町)

　

遠
藤　

祐ゆ
う

之し (

外
江
町)

◆
保
育
所
嘱
託
医

　

渡
部　

雅
史 (

渡
町)

◆
学
校
医

　

土
江　

秀
明 (

相
生
町)

　

渡
部　

雅
史 (

渡
町)

（敬称略）

特
別
功
労
表
彰

特
別
功
労
表
彰

◆
市
政
振
興
に
功
労
（
産
業
の
振
興

発
展
）

　

足
立　

統
一
郎 (

上
道
町)

功功  

労労  

表表  

彰彰

◆
地
方
自
治
の
振
興
発
展
に
寄
与

　

松
下　

克か
つ (

相
生
町)

◆
教
育
の
振
興
発
展
に
寄
与

　

立
川　

武 (

湊
町)

感感  

謝謝  

状状  

贈贈  

呈呈

◆
小
中
学
校
へ
テ
ン
ト
を
寄
附

　

境
港
海
陸
運
送
株
式
会
社

◆
水
産
振
興
の
た
め
に
寄
附

　

北
陽
冷
蔵
株
式
会
社

功 労 表 彰功 労 表 彰

善 行 表 彰善 行 表 彰

勤 続 表 彰勤 続 表 彰

感謝状贈呈感謝状贈呈

特別功労表彰特別功労表彰
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◇
渡　

町

　

門
脇　

昭
二
・
羊
子

　

渡
部　

夫
・
要
子

◇
栄　

町

　

池
渕　

利
明
・
と
し
子

◇
明
治
町

　

田
中　

勝か
つ

美み

・
登
代
子

　

﨑
津　

章
・
照
子

◇
湊　

町

　

山
本　

学
・
輝
子

◇
米
川
町

　

足
立　

正
雄
・
京
子

◇
元　

町

　

小
德　

健
三
・
京
子

◇
上
道
町

　

住
田　

重
雄
・
達
子

◇
中
野
町

　

都
田　

賢け
ん

・
知
子

　

寺
澤　

八
郎
・
み
ど
り

　

景
山　

竹た
け

市い
ち

・
幸
子

◇
高
松
町

　

阿
部　

忠
男
・
喜
美
子

◇
誠
道
町

　

渡
　

秋あ
き

正ま
さ

・
ヨ
シ
子

◇
新
屋
町

　

岡お
か

谷た
に　

博
久
・
富ふ

美み

子こ

◇
小
篠
津
町

　

永
見　

忠
ち
ゅ
う

・
文
枝

◇
麦
垣
町

　

井
田　

繁し
げ

松ま
つ

・
金か

ね

子こ

　

明
野　

博
・
敦
子

◇
幸
神
町

　

市
村　

保
二
郎
・

子

　

井
次　

茂
・
つ
る
ゑ

　

中
本　

肇
は
じ
め

・
志
美
枝

◇
三
軒
屋
町

　

足
立　

昭
し
ょ
う

・
利
子

◇
渡　

町

　

濵
田　

敏

・
朋
子

　

庄
司　

俊と
し

英ひ
で

・
正ま

さ

子こ

　

奈
良
井　

章
あ
き
ら

・
多
美
子

　

松
本　

恒つ
ね

友と
も

・
輝
江

　

松
本　

汎ひ
ろ

史し

・
と
き
子

　

土
肥　

義
明
・
悦
子

　

原　

祥
吾
・
惇あ

つ

子こ

　

古
橋　

良よ
し

一か
ず

・
智さ

と

子こ

◇
清
水
町

　

星
野　

健
治
・
祥さ

ち

子こ

　

澤
野　

凱よ
し

昭あ
き

・
光
子

◇
外
江
町

　

横
山　

文
男
・
清き

よ

子こ

　

遠
藤　

幸
男
・
留
美
子

　

竹た
け

延の
ぶ　

壽
行
・
登
美
枝

◇
東
雲
町

　

原　

桂
一
・
満
基
子

◇
中　

町

　

黒
木　

郁い
く

也や

・
珠た

ま

子こ

◇
明
治
町

　

佐
々
木　

正
二
・
千
賀
子

　

髙
島　

喜き

四よ

幸ゆ
き

・
紀
美
子

◇
湊　

町

　

山　

正
三
・
榮
子

　

高
場　

忠
雄
・
圭
子

◇
弥
生
町

　

佐
島　

征せ
い

・
睦

む
つ
み

◇
米
川
町

　

喜き

田だ　

豪ひ
で

郎お

・
千
恵
子

　

大
上　

昭
・

惠

　

武
田　

文
雄
・
暎
子

　

濵
口
屋　

光み
つ

志し

・
ト
シ
子

　

金
田　

日
出
男
・
和
子

◇
元　

町

　

佐
々
木　

彬よ
し

之ゆ
き

・
千
香
枝

◇
上
道
町

　

藤ふ
じ

原わ
ら　

久ひ
さ

直な
お

・
元
子

　

澁
谷　

武
士
・
博
子

　

都
田　

・
立た

つ

子こ

◇
中
野
町

　

安や
す

野の　

實
・
玲
子

　

前
川　

勝
・
和
代

◇
美
保
町

　

岩
間　

勉
・
悦
子

◇
誠
道
町

　

岡
野　

貞
俊
・
紀
代
子

　

荒
木　

莊そ
う

・
和
佳
子

◇
幸
神
町

　

田
中　

勲
・
春
枝

　

三
谷　

璋た
ま

夫お

・
良

り
ょ
う

子こ

　

井
田　

昭あ
き

司じ

・
一か

ず

子こ

◇
三
軒
屋
町

　

朝あ
さ

月づ
き　

清
・
八
千
代

　

羽は

山や
ま　

次
朗
・
千
代
惠

　

永
井　

和
夫
・
栄

◇
夕
日
ヶ
丘
1
丁
目

　

片
岡　

義
治
・
桂
子

金
婚
祝
賀
者

金
婚
祝
賀
者
4141
組組

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚

祝
賀
者

祝
賀
者
2222
組組

金婚金婚 寿詞贈呈 寿詞贈呈

ダイヤモンド婚 寿ダイヤモンド婚 寿詞贈詞贈呈呈 万歳三唱万歳三唱

演　奏演　奏

ダイヤモンド婚・金婚代表謝辞ダイヤモンド婚・金婚代表謝辞
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　　　第４７回衆議院議員総選挙　　 　　　　第２３回最高裁判所裁判官国民審査第２３回最高裁判所裁判官国民審査

　　投 票 日 は　   １２月１４日 ( 日 ) です１２月１４日 ( 日 ) です

　衆議院解散による第４７回衆議院議員総選挙が１２月１４日（日）に実施されます。

　衆議院議員総選挙は、今後の日本の進路を方向づける大切な選挙です。候補者や政党等の政

見やマニフェスト（政策・政権公約）をよく見きわめて、大切な一票を棄権することなく投票

しましょう。

　また、あわせて最高裁判所裁判官の国民審査も同時に実施されます。

　 ▼問い合わせ先　　選挙管理委員会事務局（☎４７－１０８２）

商店や事業所の責任者へのお願い

　職員や従業員の皆さんが、投票をしやすいように、ご

配慮をお願いします。

不 在 者 投 票

　指定された病院や施設に入院・入所中の人は、それぞ

れの病院や施設の長に申し出れば不在者投票をすること

ができます。

　仕事などで境港市以外の市町村に滞在している場合、

投票用紙を境港市選挙管理委員会に請求することで、滞

在先の市町村の選挙管理委員会で投票することができま

す。

郵便による自宅などからの不在者投票

　身体に一定の重度の障がいがあり、郵便投票証明書の

交付を受けている人は、自宅などで投票用紙に記載して、

郵便で選挙管理委員会に送付することができます。

▼郵便による不在者投票ができる人

（１）身体障害者手帳の交付を受けている人で、以下に

　　 該当する人

◇両下肢、体幹、移動機能（１級か２級）

◇心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸（１級か３級）

◇肝臓、免疫障害（１級から３級まで）

（２）戦傷病者手帳の交付を受けている人で、以下に該

　　 当する人

◇両下肢、体幹（特別項症から第２項症まで）

◇心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸、肝臓（特

　別項症から第３項症まで）

（３）介護保険の被保険者証の交付を受けている人で、

　　 以下に該当する人

◇要介護状態区分「要介護５」

▼郵便投票による不在者投票の代理記載

　郵便による不在者投票ができる条件に該当する人で、

さらに、次のような障がいをお持ちの人は、あらかじめ

選挙管理委員会に届け出た代理記載人に投票用紙に記入

してもらうことができます。

◇身体障害者手帳の交付を受けており、上肢または視覚

　の障がいが１級の人

◇戦傷病者手帳の交付を受けており、上肢または視覚の

　障がいが特別項症から第２項症までの人
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　　　　　　第４７回衆議院議員総選挙第４７回衆議院議員総選挙　　 　　　　 第２３回最高裁判所裁判官国民審査

　　　　投 票 日投 票 日  は　  は　 １２月１４日 ( 日 ) です

今 回 の 選 挙 に 投 票 で き る 人

　今回の選挙に投票できる人は、以下の項目すべてに該

当する人です。

◇平成６年１２月１５日以前に生まれた人

◇平成２６年９月１日以前から市内に住民登録をして住

　んでいる人

◇市の選挙人名簿に登録されている人

投票時間は午前７時から午後８時まで

　投票日には、市内１２カ所に投票所が設けられます。

　有権者の皆さんは、入場券に記載されている投票所で

投票してください。

入 場 券 の 再 交 付

　有権者の皆さんには、あらかじめ入場券を郵送します。

　入場券を無くした、または届かない場合でも、投票所

で申し出れば、入場券が再交付され投票することができ

ます。

投 票 の 順 序 と 方 法

　投票の順序は、最初に「小選挙区選挙」、次に「比例

代表選挙」と「国民審査」を行います。

◇「小選挙区選挙」は投票用紙（淡い紅色）に候補者個

　人の氏名を記入してください。

◇「比例代表選挙」は投票用紙（あさぎ色）に政党の名

　称か略称を記入してください。

◇「国民審査」は投票用紙（白色）にやめさせたいと思

　う裁判官の氏名の上に×印を記入してください。やめ

　させたくない場合は枠内には何も記入しないでくださ

　い。

文字が書けない人の代理投票

　病気などの理由により自分で文字を書くことができな

い場合は、投票所で申し出てください。係員が本人に代

わって候補者氏名等を記載します。

※家族の人などが代理で記載することはできません。

投票日に用事のある人は期日前投票を

　投票日に仕事や旅行などで投票所へ行けない人は、期

日前投票をすることができます。

　期日前投票ができる期間は以下のとおりです。

＜小選挙区選挙及び比例代表選挙＞

　１２月３日（水）～１２月１３日（土）

＜最高裁判所裁判官国民審査＞

　１２月７日（日）～１２月１３日（土）

　期日前投票の時間は、午前８時３０分から午後８時ま

でで、投票所は市役所分庁舎の選挙管理委員会事務局で

す。

投 票 所 名 施 設 名

第１投票所 渡公民館

第２投票所 外江公民館

第３投票所 芝町会館

第４投票所 境西地区学習等供用施設（しおさい会館）

第５投票所 境公民館

第６投票所 境東地区学習等供用施設（なぎさ会館）

第７投票所 上道公民館

第８投票所 中野町会館

第９投票所 竹内町会館

第 10 投票所 誠道公民館

第 11 投票所 三軒屋町会館別館（あじさいホール）

第 12 投票所 中浜公民館集会所
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　４月から消費税率が８％に引き上げられましたが、低所得の人や子育て世帯への負担を軽減するための臨時的な給付

措置として、「臨時福祉給付金」と「子育て世帯臨時特例給付金」の給付を行っています。

　境港市では、支給対象となる可能性のある人に申請書をお送りしています。

　この２つの給付金は、申請期限までに申請書を提出しないと支給されません。支給要件に該当する人は忘れずに申請

しましょう。

　※受け取ることができるのは、どちらか１つの給付金です。

臨 時 福 祉 給 付 金

▼支給対象者

　平成２６年度住民税（均等割）が課税されない人

　ただし、ご自身を扶養している人が課税されている場

合や生活保護制度の被保護者となっている場合などは対

象外です。

※申請書が届いても、例えば単身赴任されているご家族

の被扶養者になっている場合など、市外にお住まいの住

民税課税者の税法上の扶養親族等となっている場合は支

給対象となりません。支給要件をよくご確認ください。

▼支給額

　支給対象者１人につき１万円

　ただし、加算対象となる基礎年金、各種手当て等を受

給されている人は５千円を加算します。

　※支給は１回限りです。

▼申請に必要なもの

　①申請書　　　　　②保険証等（該当者全員分）

　③振込口座の通帳　④認印　など

▼受付場所

　地域振興課（本庁舎２階）

子 育 て 世 帯 臨 時 特 例 給 付 金

▼支給対象者

　平成２６年１月分の児童手当の受給者

　ただし、臨時福祉給付金の対象者や児童手当の所得制

限限度額以上の人、生活保護制度の被保護者となってい

る場合などは対象外です。

▼支給額

　子ども１人につき１万円

　※支給は１回限りです。

▼受付場所

　子育て支援課（保健相談センター内）

申請期限が迫ってきました！
申請はお済みですか？

２つの給付金のお知らせ

　申請書がお手元にない場合や、

申請書の書き方がわからない場合

は、お問い合わせください。

申請期限　：　来年１月２２日（木）
　　　　　　　　　郵送の場合、当日消印有効

問 い 合 わ せ 先

　◇臨時福祉給付金について　　　　　　　　　　　　　◇子育て世帯臨時特例給付金について

　　地域振興課臨時福祉給付金担当（☎46－0294）　　　子育て支援課児童係（☎47－1045）
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　今年初めての試みとして、芝生広場でのオープニング、

グラウンドゴルフ体験を行いました。

　館内では、公民館サークルや地域の皆さんの素晴らし

い作品で訪れた人を魅了しました。

　初日は展示の第一会場と催しの第二会場、２日目には

バザーの第三会場も加わり大規模かつ大賑わいとなりま

した。大人から子どもまで世代を超えた交流があり、中

高生を含む多くのボランティア・スタッフの協力のおか

げで盛大に開催することができました。

　本年度の呼び物は、ちょうど５０年前の東京オリン

ピック開閉会式にまつわる写真・記念物・ポスターの展

示でした。事前に新聞・テレビ報道もあって、市内外か

ら例年になく多くの人出がありました。

　誠道小学校児童の合唱と金管楽器演奏で和やかに公民

館まつりの幕が開きました。館内ではサークルや地域の

皆さんの作品展示、館外は盛りだくさんの催し物で来館

者を魅了していました。今年のテーマである“地域の輪”

が広がった公民館まつりでした。

公民館まつり公民館まつり

　オープニングでは“子育てサークルBMJ”の発表が

あり、子ども達が元気いっぱいに盛り上げてくれました。

　公民館での活動を記録した展示、また地域の皆さんに

よるバザー等も行われ、２日間盛大に開催されました。

　バザーと舞台発表のほか、警察犬とのふれあいや救急

車の体験乗車、ペットボトル相撲余子場所などを行い、

来館者が約２，０００人を超える過去最高のにぎわいで

した。参加者からは「子どもから大人まで丸一日楽しめ

ました」という嬉しいお声をいただきました。

　テーマを「未来にむかって輝け子どもたち☆」と題し、

地域で活躍するスポーツ少年団５団体の日ごろの活動報

告・写真等の展示や、楽しいゲームなどを通して地域の

皆さんに広く紹介し、多くの来館者に喜んでいただきま

した。

　公民館まつりは、日ごろの学習活動の発表・展

示を行うことで学習成果を広く紹介し、地域文化

の発展と生涯学習活動への意欲向上を図ります。

　企画・運営を地域の皆さんが協力し合い実施す

ることで、どの会場も地区に根ざした個性あふれ

る「まつり」となりました。

　ぜひ公民館にお出かけください。

渡渡

上
道
上
道

外
江
外
江

誠
道
誠
道

境境

余
子
余
子

中
浜
中
浜
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▼問い合わせ先

　財政課財政係

　（☎47－1012）

区　別 ２５年度決算額 ２４年度決算額 伸び率

自

主

財

源

市 税 37 億 5,120 万円 37 億 5,615 万円 ▲ 0.1％

諸 収 入 14 億 2,872 万円 12 億 9,433 万円 10.4％

繰 入 金 4億 9,461 万円 6,962 万円 610.4％

使用料及び手数料 4億   319 万円 3億 8,552 万円 4.6％

繰 越 金 3億 1,068 万円 4億 9,447 万円 ▲ 37.2％

分担金及び負担金 2億 1,472 万円 2億 1,631 万円 ▲ 0.7％

寄 附 金 1億 3,573 万円 3,126 万円 334.2％

財 産 収 入 1,255 万円 1,405 万円 ▲ 10.7％

計 67 億 5,140 万円 62 億 6,171 万円 7.8％

依

存

財

源

地 方 交 付 税 38 億 4,016 万円 39 億 2,553 万円 ▲ 2.2％

国 庫 支 出 金 32 億 8,502 万円 20 億   316 万円 64.0％

市 債 15 億 6,723 万円 10 億 8,390 万円 44.6％

県 支 出 金 10 億 3,519 万円 9億 7,489 万円 6.2％

譲与税・交付金 6億 5,209 万円 6億 3,139 万円 3.3％

計 103 億 7,969 万円 86 億 1,887 万円 20.4％

合　　計　 171 億 3,109 万円 148 億 8,058 万円 15.1％

一般会計歳入一般会計歳入

一般会計歳入の状況一般会計歳入の状況

平成２５年度決算の概要平成２５年度決算の概要
　一般会計を中心に概要をお知らせします。

　平成 25 年度は、従来の市民生活に根ざしたサービスを堅持するとともに、これまでの歳

出削減効果や国の経済対策を活用し、第二中学校改築工事、夕日ヶ丘公園整備および境公民

館の耐震改修など大型投資事業を行い、また、子育て支援策につきましては、平成 19 年度

以来となる保育料の大幅な引き下げを行いました。

　一般会計は、歳入から歳出を差し引いた額が 3億 6,629 万円の黒字、そこから翌年度に繰

り越すべき財源 1億 9,978 万円を除いた実質的な黒字額が 1億 6,651 万円となりました。

　また、市債（借金）残高も、123.1 億円と前年度比では約 2.3 億円の増となったものの、ピー

ク時の 7割程度まで減少し、「自立・持続可能な財政基盤の確立」への取組み成果が表れた

ものとなっています。

　特別会計については、左ページの表のとおりです。

　歳入総額は 171 億 3,109 万円

で、前年度より 22 億 5,051 万

円（15.1%) 増収となりました。

　自主財源は、繰入金やふるさ

と納税による寄附金などの増に

より、前年度比 4億 8,969 万円

（7.8%）の増収となりました。

　依存財源は、地域の元気臨時

交付金による国庫支出金、市債・

県支出金の増などにより、前年

度比 17 億 6,082 万円（20.4%)

の増収となりました。

171 億 3,109 万円171 億 3,109 万円

自主財源自主財源
39．5％39．5％

依存財源依存財源
60．5％60．5％

市税
37 億 5,120 万円 (21.9%)
市民税、固定資産税、たばこ税など

諸収入
14 億 2,872 万円 (8.3%)
貸付金の元利収入など

繰入金
4 億 9,461 万円 (2.9%)
基金 ( 貯金 ) を取り崩したお金

使用料及び手数料
4 億 319 万円 (2.4%)
市営住宅など公共施設の使用料や、

ごみ処理の手数料など

分担金及び負担金
2 億 1,472 万円 (1.3%)
福祉施設の利用に伴う個人負担金など、
特定の利益を受けた人に負担していた

だくもの

そのほか
1 億 4,828 万円 (0.9%)
寄附金、財産収入など

地方交付税
38 億 4,016 万円 (22.4%)
国税の一部を、市の財政状況など

に応じて交付されるお金

国庫支出金
32億8,502万円 (19.2%)
市が行う事業に対する国

からの負担金や補助金

県支出金
10 億 3,519 万円 (6.0%)
市が行う事業に対する県

からの負担金や補助金

市債
15 億 6,723 万円 (9.1%)
投資事業などを行うために

借り入れたお金

譲与税・交付金
6 億 5,209 万円 (3.8%)
皆さんが国に納めた自動車重量税な

どから配分されるお金
歳　

入

繰越金
3 億 1,068 万円 (1.8%)
前年度から持ち越したお金
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民生費
49 億 9,191 万円 (29.8%)
障がい者、高齢者、子育て

など福祉に関する経費

会計名 歳入決算額 歳出決算額

国民健康保険費 42 億 1,273 万円 41 億 8,333 万円

駐 車 場 費 3,668 万円 1億 3,545 万円

下 水 道 事 業 費 20 億 8,720 万円 20 億 8,483 万円

高齢者住宅整備
資金貸付事業費

104 万円 103 万円

介 護 保 険 費 34 億   327 万円 33 億 5,312 万円

土地区画整理費 1億 4,133 万円 6億   461 万円

市 場 事 業 費 9,174 万円 8,500 万円

後期高齢者医療費 3億 4,767 万円 3億 4,720 万円

特別会計歳入歳出の状況特別会計歳入歳出の状況
市債残高・基金現在高の推移市債残高・基金現在高の推移

一般会計歳出の状況一般会計歳出の状況

　歳出総額は 167 億 6,480 万円

で、前年度より 21 億 9,490 万

円（15.1%)の増額となりました。

　国の緊急経済対策による交付

金を原資とした地域活性化基金

や、魚と鬼太郎のまち境港ふる

さと基金の積立てなどにより、

総務費が前年度比 8億 2,477 万

円（54.4%）の増となりました。

　また、給食センターの建設な

ど、教育費が前年度比6億9,684

万円（46.1%）の増となりまし

た。

区　別 ２５年度決算額 ２４年度決算額 伸び率

民 生 費 49 億 9,191 万円 48 億 9,205 万円 2.0％

総 務 費 23 億 4,142 万円 15 億 1,665 万円 54.4％

教 育 費 22 億   850 万円 15 億 1,166 万円 46.1％

土 木 費 18 億 7,952 万円 15 億 9,006 万円 18.2％

商 工 費 17 億 1,591 万円 13 億 7,913 万円 24.4％

公 債 費 14 億 9,637 万円 16 億 1,466 万円 ▲ 7.3％

衛 生 費 11 億 5,800 万円 11 億 7,131 万円 ▲ 1.1％

消 防 費 4億 4,732 万円 4億 5,310 万円 ▲ 1.3％

農 林 水 産 業 費 2億 9,030 万円 1億 8,445 万円 57.4％

議 会 費 1億 8,289 万円 1億 8,590 万円 ▲ 1.6％

労 働 費 5,266 万円 7,093 万円 ▲ 25.8％

合　　計 167 億 6,480 万円 145 億 6,990 万円 15.1％

一般会計歳出一般会計歳出
167 億 6,480 万円167 億 6,480 万円

※普通会計

教育費
22 億 850 万円 (13.2%)
小中学校や幼稚園、図書館、公民館、

体育施設などに関する経費

総務費
23 億 4,142 万円 (14.0%)
課税徴収、市民窓口などに関する経費

土木費
18 億 7,952 万円 (11.2%)
道路、公園の整備や維持管理、市営
住宅の管理などに関する経費

商工費
17 億 1,591 万円 (10.2%)
各種資金融資、観光振興な

どに関する経費

公債費
14 億 9,637 万円 (8.9%)
市が借り入れた借金（市
債）の返済に関する経費

衛生費
11 億 5,800 万円 (6.9%)
健康診断、ごみ処理など

に関する経費

消防費
4 億 4,732 万円 (2.7%)
消防に関する経費

農林水産業費
2 億 9,030 万円 (1.7%)
農業、林業、水産業の振

興などに関する経費

議会費
1 億 8,289 万円 (1.1%)
議会の運営に関する経費

労働費
5,266 万円 (0.3%)
雇用対策などに関する経費

歳　

出
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※普通会計とは、会計の組み方が自治体毎に異
なるため、統計的に財政比較が可能な仮の会計
として用いられるものです。
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情報あらかると

図書館に行こう図書館に行こう！！

　

弓
浜
半
島
の
小
正
月
の
風
物
詩
、
ト

ン
ド
火
祭
り
行
事
が
、
平
成
23
年
11
月

25
日
、
鳥
取
県
の
民
俗
文
化
財
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。
当
市
で
は
27
カ
所
で
そ

れ
ぞ
れ
地
区
の
伝
承
を
守
っ
て
ト
ン
ド

行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
、
外
江
地
区
で
は
西
、
中
、
東
、

清き
よ

芝し
ば

の
4
地
区
で
行
わ
れ
、
ト
ン
ド
講こ

う

が
歳さ

い

徳と
く

神じ
ん

信
仰
に
よ
る
ト
ン
ド
行
事
を

取
り
仕
切
っ
て
い
ま
し
た
。

　

正
月
に
向
け
て
12
月
13
日
の
す
す
払

い
か
ら
始
ま
る
一
連
の
準
備
を
し
、
大

晦
日
の
夜
に
こ
ら
れ
た
歳さ

い

徳と
く

神し
ん

と
と
も

に
新
年
を
迎
え
ま
す
。

　

松
の
内
が
終
わ
る
7
日
ご
ろ
、
ト
ン

ド
講
の
人
が
ほ
と
ほ
と
に
歩
き
、
神
棚

の
供
え
物
を
戴
き
ト
ン
ド
に
備
え
ま
す
。

　

14
日
に
ト
ン
ド
場
に
持
ち
寄
っ
て
き

た
各
家
庭
の
注し

連め

縄な
わ

な
ど
を
飾
り
立
て
、

周
り
に
注
連
縄
を
張
り
、
恵え

方ほ
う

に
入
口

を
つ
け
ま
す
。
そ
の
後
、
講こ

う

員い
ん

が
担
ぐ

神み

輿こ
し

が
村
内
巡
行
し
ま
す
。

　

夜
に
は
頭と
う

屋や

で
く
じ
引
き
を
行
い
、

今
年
の
本ほ

ん

頭と
う

、
相あ

い

頭と
う

の
役
が
決
ま
り
ま

す
。
夜
11
時
過
ぎ
に
太
鼓
を
叩
き
「
ト

ン
ド
は
や
し
に
行
か
さ
ん
せ
ヤ
ー
」
と

言
い
な
が
ら
村
中
を
巡
回
、
本
頭
は
火

打
ち
石
で
提
灯
の
ロ
ー
ソ
ク
に
火
を
つ

け
、
そ
の
火
を
夜
12
時
に
ト
ン
ド
に
移

し
ト
ン
ド
は
や
し
が
始
ま
り
ま
す
。

　

相
頭
は
ほ
と
ほ
と
で
集
め
た
餅
と
米

で
、
餅も

ち

粥が
ゆ

を
作
り
ト
ン
ド
参さ

ん

詣け
い

者し
ゃ

に
振

る
舞
い
ま
す
。

　

現
在
で
は
こ
れ
ら
の
手
順
も
簡
略
化

し
て
き
ま
し
た
が
、
正
月
を
祀ま

つ

る
歳
徳

神
、
自
然
へ
の
畏
敬
の
念
を
こ
め
る
子

孫
へ
の
伝
承
行
事
な
の
で
す
。

　
　
　
　
（
市
史
編
さ
ん
室　

小こ

灘な
だ

浩
ひ
ろ
し

）

あ
の
時
、
こ
の
今

あ
の
時
、
こ
の
今

　
　

〜

　
　

〜
写
真
で
振
り
返
る
〜

写
真
で
振
り
返
る
〜

と 　　　しょ　　　かん　　　　　　　　いと 　　　しょ　　　かん　　　　　　　　い

伝承行事伝承行事トンド火祭りトンド火祭り

  羽
は

生
ぶ

義
よし

治
はる

の七冠
かん

独
どく

占
せん

から18

年
ねん

。今
こん

期
き

は４連
れん

勝
しょう

で名
めい

人
じん

復
ふく

位
い

。

羽
は

生
ぶ

の強
つよ

さはどこに？将
しょう

棋
ぎ

の

素
しろうと

人が読
よ

んでも面
おも

白
しろ

い記
き

録
ろく

集
しゅう

。

　発
はっ

達
たつ

障
しょう

がいのある子
こ

どもへ

の接
せっ

し方
かた

と、ユニバーサル教
きょう

育
いく

の理
り

念
ねん

が学
まな

べる絵
え

本
ほん

。著
ちょ

者
しゃ

は境
さかい

港
みなと

市
し

の小
しょう

学
がっ

校
こう

図
と

書
しょ

館
かん

職
しょく

員
いん

。

　生
せい

誕
たん

80年
ねん

を機
き

に短
たん

編
ぺん

・中
ちゅう

編
へん

全
ぜん

作
さく

品
ひん

を時
じ

系
けい

列
れつ

に収
おさ

める。

戯
ぎ

曲
きょく

・小
しょう

説
せつ

・時
じ

代
だい

への発
はつ

言
げん

、

書
か

くこととは一
いっ

体
たい

何
なん

だったか。

　小
ちい

さなテロリストと言
い

われ

る病
びょう

原
げん

微
び

生
せい

物
ぶつ

（エボラ、サー

ズ、ＢＳＥなど）をカラー写
しゃ

真
しん

と豊
ほう

富
ふ

なエピソードで紹
しょう

介
かい

。

今
こん

月
げつ

の新
しん

規
き

・寄
き

贈
ぞう

図
と

書
しょ

◇山
さん

賊
ぞく

の娘
むすめ

ローニャ　　（リンドグレーン）　　　

◇現
げん

代
だい

秀
しゅう

歌
か

　　　　　　　     （永
なが

田
た

和
かず

宏
ひろ

）

◇白
しら

菊
ぎく

－伝
でん

説
せつ

の花
はな

火
び

師
し

　　  （山
やま

崎
さき

まゆみ）

◇わたしの日
に

本
ほん

語
ご

修
しゅ

行
ぎょう

（ドナルド・キーン）

◇京
きょう

都
と

に残
のこ

った公
く

家
げ

たち

　－華
か

族
ぞく

の近
きん

代
だい

   　　　　    （刑
おさ

部
かべ

芳
よし

則
のり

）

◇紙
かみ

つなげ！彼
かれ

らが本
ほん

の紙
かみ

を造
つく

っている

　－日
に

本
ほん

製
せい

紙
し

石
いしのまき

巻工
こう

場
じょう

　     （佐
さ

々
さ

涼
りょう

子
こ

）

◇大
だい

地
じ

震
しん

―古
こ

記
き

録
ろく

に学
まな

ぶ　 （宇
う

佐
さ

美
み

龍
たつ

夫
お

）　

◇保
ほ

育
いく

とは何
なに

か　　　　　    （近
こん

藤
どう

幹
みき

生
お

）

◇政
せい

治
じ

のキホン100   　　    （吉
よし

田
だ

文
ふみ

和
かず

）

◇戦
せん

場
じょう

体
たい

験
けん

キャラバン

　－元
もと

兵
へい

士
し

2500人
にん

の証
しょう

言
げん

から（保
ほ

存
ぞん

の会
かい

）

◇還
かん

暦
れき

からの電
デジ

脳
タル

事
こと

始
はじめ

　　 （高
たか

橋
はし

源
げん

一
いち

郎
ろう

）

　　　　　　　　　　　ほか、計
けい

478冊
さつ

☆貸
かし

出
だし

冊
さつ

数
すう

・期
き

間
かん

　１
ひとり

人５冊
さつ

・２週
しゅう

間
かん

☆絵
え

本
ほん

・児
じ

童
どう

書
しょ

　新
しん

刊
かん

書
しょ

のほか、読
よ

み継
つ

が

れてきた名
めい

著
ちょ

がたくさんあります。

☆大
だい

活
かつ

字
じ

本
ぼん

　大
おお

きな活
かつ

字
じ

の本
ほん

があります。

市
し

民
みん

図
と

書
しょ

館
かん

（☎47－1099）

◆開
かい

館
かん

時
じ

間
かん

　午
ご

前
ぜん

１０時
じ

～午
ご

後
ご

６時
じ

◆休
きゅう

館
かん

日
び

　　毎
まい

週
しゅう

月
げつ

曜
よう

日
び

・毎
まい

月
げつ

末
まつ

◆ホームページアドレス

 http://lib.city.sakaiminato.tottori.jp/

第だ
い

72
期き

将
し
ょ
う

棋ぎ

名め
い

人じ
ん

戦せ
ん

七
番ば

ん

勝
し
ょ
う

負ぶ

全ぜ
ん

記き

録ろ
く

　
　
　
　
　
　

  

朝あ
さ

日ひ

新し
ん

聞ぶ
ん

編へ
ん

つ
な
が
ろ
！

に
が
て
を
か
え
る
？
ま
ほ
う
の
く
ふ
う

　
　
　

        

し
ま
だ
よ
う
こ

井い
の

上う
え

ひ
さ
し

短た
ん

編ぺ
ん

中
ち
ゅ
う

編へ
ん

小
し
ょ
う

説せ
つ

集
し
ゅ
う

成せ
い　

第だ
い

１
巻か

ん

　
　
　
　
　
　
　

井い
の

上う
え

ひ
さ
し

恐
き
ょ
う

怖ふ

の
病

び
ょ
う

原げ
ん

体た
い

図ず

鑑か
ん

―
ウ
イ
ル
ス
・
細

さ
い

菌
き
ん

・
カ
ビ
完

か
ん

全
ぜ
ん

ガ
イ
ド

　
　
　
　
　
　

  

Ｔ
・
ハ
ー
ト

西外江のトンド場（昭和 40 年頃）

西外江のトンド場（現在）
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【事例】

　公的機関と思われるところから、「以前契約した訪

問販売業者に対して未納料があるため、当該会社が管

轄裁判所に訴状を提出した」というはがきが届いた。

　訴訟内容の正当性を確認するために連絡するよう書

かれているが、内容に心当たりがない。このまま放置

すると給料や財産が差し押さえられるとも書かれてお

り不安。

◆架空請求

　はがきや電子メールで身に覚えのない請求をされた

という架空請求についての相談は、10年以上前に急

増しました。その後各機関の取り組みもあり減少して

いましたが、最近再び増加傾向にあります。

　詳細を特定できないような「訴訟問題内容通知」な

どの名目で請求し、「このままでは訴訟になる」「本日

中に連絡するように」と不安をあおって、連絡させよ

うとします。

【アドバイス】

○「大至急連絡せよ」と書かれていても、慌ててはい

　けません。契約した覚えがなければ無視しましょう。

○関わりたくない気持ちで一度支払ってしまうと、

　次々と請求されるターゲットになります。決して

　払ってはいけません。

○支払い義務があるかどうかわからない場合、不安な

　場合は、一人で悩まずご相談ください。

■相談受付時間　毎週月～金曜日

　午前９時～正午、午後１時～４時

架空請求トラブル

地域振興課人権政策室（☎ 47 － 1102）消費生活相談室（☎ 47 － 1106  FAX 44 － 7957）

151 136消費生活相談室です消費生活相談室です みんなで拓く人権文化みんなで拓く人権文化

境港警察署からのお知らせ境港警察署からのお知らせ

世界人権宣言

　12月10日は「世界人権デー」です。「世界人権宣

言」は、全ての人間が生まれながらにして基本的人権

を持っているということを、初めて公式に認めた宣言

です。今から60年以上前の1948年12月10日、第

３回国連総会で採択されました。

　この宣言は前文と30の条文からなり、そこには人

間のいろいろな権利について述べられています。その

基本理念としては、全ての人間はみな生まれながらに

して自由であり、同じ人間として大切にされ、また法

の下に平等であること、どのような理由があろうとも、

差別を受けない権利があることなどがうたわれていま

す。

　我が国でも毎年12月4日から10日までを人権週

間と定め、全国各地で講演会や座談会などが開催され

るほか、マスメディアを通しての啓発活動も行われて

います。この週間を機会に、「世界人権宣言」を読ん

で『人権』について考えてみませんか。

お忘れなく！

固 定 資 産 税 4 期

国 民 健 康 保 険 税 ６ 期

後期高齢者医療保険料６期

の納期限は

１月 ５ 日（月）
・便利な口座振替をご利用ください

・納期限内に納付がない場合、納期限後
２０日以内に督促状を発送します

　年末・年始は、空き巣やひったくりなどの窃盗事件、金融機関やコ

ンビニエンスストアなどを狙った強盗事件、交通事故などが起こりや

すい時期となります。警察では、こうした犯罪や事故を防止するため、

来年１月５日（月）までの間、年末・年始特別警戒取締りを実施します。

　犯罪被害や交通事故に遭わないよう、次のことに心掛けてください。

　○外出の際は、ドアや窓の鍵を確実に掛けましょう。

　○身の危険を感じたら、近くの交番・コンビニなどに駆け込みましょう。

　○夜間外出する時は、反射材を活用しましょう。

　○飲酒運転は、家族、職場ぐるみで根絶しましょう。　

▼問い合わせ先

　警察総合相談電話 ☎＃９１１０ 　境港警察署 ☎４４－０１１０

年末・年始の特別警戒取締り

出典：「わたしたちの世界人権宣言」

企画：大阪府、発行：(一財 )アジア・太平洋人権情報センター
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informationinformation

年
末
に
お
け
る
住
民
票
等

交
付
の
臨
時
窓
口

　

住
民
票
な
ど
の
交
付
を
行
う
窓
口

を
臨
時
に
開
設
し
ま
す
。

▼
と　

き　

12
月
29
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ　

市
民
課
窓
口

▼
内　

容

　

住
民
票
、
戸
籍
の
謄と
う

抄
し
ょ
う

本ほ
ん

お
よ
び

附
票
、
印
鑑
証
明
書
の
交
付
の
み

▼
持
参
す
る
も
の

　

本
人
確
認
で
き
る
も
の
、
印
鑑
登

録
証
（
印
鑑
証
明
書
の
場
合
の
み
）

※
申
請
資
格
が
確
認
で
き
な
い
場
合

は
交
付
で
き
ま
せ
ん
。

※
戸
籍
の
届
出
（
宿
直
室
対
応
）
を

除
く
、
そ
の
他
の
窓
口
業
務
は
行
い

ま
せ
ん
。

※
12
月
26
日
（
金
）
に
電
話
予
約
す

れ
ば
、
住
民
票
と
印
鑑
証
明
書
、
税

関
係
の
証
明
書
は
年
末
年
始
の
間
も

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
市
民
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
３
３
）

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
の
送
付

　

国
民
年
金
保
険
料
は
納
付
し
た
全

額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
。

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
で
社
会
保

険
料
控
除
を
申
告
す
る
に
は
、
11
月

上
旬
に
送
付
さ
れ
て
い
る
「
社
会
保

険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書
」
等
の
添
付
が
必
要
で
す
。

（
10
月
１
日
以
降
、
今
年
初
め
て
保

険
料
を
納
付
し
た
人
は
、
来
年
２
月

上
旬
に
送
付
予
定
）

　

家
族
の
保
険
料
を
納
付
し
た
と
き

は
、
納
付
し
た
人
が
社
会
保
険
料
控

除
を
申
告
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

控
除
証
明
書
が
手
元
に
無
い
場
合

や
、
控
除
証
明
書
に
記
載
さ
れ
て
い

な
い
保
険
料
を
後
か
ら
納
め
た
場
合

は
、
領
収
書
を
提
出
す
る
か
、
日
本

年
金
機
構
で
控
除
証
明
書
の
再
発
行

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
０
５
７
０
‐
０
５
８
‐
５
５
５
）

◇
米
子
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
（
☎
34
‐
６
１
１
１
）

高
齢
者
の
所
得
税

障

害

者

控

除

　

65
歳
以
上
で
次
の
状
態
に
該
当
す

る
人
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
等
を

持
っ
て
い
な
く
て
も
、
所
得
税
お
よ

び
地
方
税
の
障
害
者
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

　

対
象
者
は
、
市
長
の
認
定
が
必
要

で
す
。
結
果
は
、
認
定
調
査
後
に
郵

送
し
ま
す
。
認
定
書
は
、
確
定
申
告

時
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対　

象

　

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
で

◇
精
神
ま
た
は
身
体
に
障
が
い
が
あ

　

り
、
そ
の
程
度
が
精
神
ま
た
は
身

　

体
障
が
い
者
に
準
ず
る
人

◇
６
カ
月
以
上
寝
た
き
り
で
食
事
・

　

排
便
等
の
日
常
生
活
に
支
障
の
あ

　

る
人

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
社
会
課
高
齢
者
福
祉
係　

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
３
９
）

児
童
扶
養
手
当
の

制
度
が
変
わ
り
ま
す

　

児
童
扶
養
手
当
と
は
、
離
婚
等
に

よ
り
父
ま
た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く

し
て
い
な
い
児
童
を
養
育
さ
れ
て
い

る
家
庭
（
ひ
と
り
親
家
庭
）
の
生
活

の
安
定
や
自
立
の
促
進
に
寄
与
し
、

児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
支
給
さ
れ
る
手
当
で

す
。　

▼
変
更
点

　

こ
れ
ま
で
公
的
年
金
受
給
者
は
、

支
給
対
象
外
で
し
た
が
、
今
年
12
月

（
来
年
４
月
支
給
分
）
か
ら
、
公
的

年
金
額
が
児
童
扶
養
手
当
の
額
よ
り

低
い
場
合
、
そ
の
差
額
分
が
支
給
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
支
援
課
育
児
支
援
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
７
７
）

12
月
議
会
を
開
催

▼
議
会
日
程

　

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
本
会
議
の
放
送

　

中
海
テ
レ
ビ
放
送
の
３
３
５
、３

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
放
送
し
ま
す
。
各
公

民
館
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

◇
生
放
送

　

午
前
10
時
〜
議
会
終
了

◇
録
画
放
送
（
繰
り
返
し
）

　

当
日
の
午
後
７
時
〜
深
夜
２
時

※
放
送
時
間
は
変
更
の
場
合
あ
り
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

議
会
事
務
局
議
事
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
８
）

有　

料　

広　

告

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ  

12 月 3 日（水）
本会議　◇市政概要報告
　　　　◇２５年度決算審査特別委員長報告
　　　　◇議案上程　ほか

　　18 日（月） 本会議　◇一般質問

　　19 日（火） 本会議　◇一般質問

月　10 日（水）
本会議　◇一般質問
　　　　◇請願陳情上程　ほか

月　11 日（木） 常任委員会

月　12 日（金） 特別委員会

月　17 日（水） 本会議　◇各委員長報告　ほか

市報さかいみなと　12



informationinformation

軽
自
動
車
税
が
変
わ
り
ま
す

　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
平
成

27
年
度
か
ら
軽
自
動
車
税
の
税
率
が

変
わ
り
ま
す
。

▼
原
動
機
付
自
転
車
・
２
輪
車
な
ど

　

左
表
の
と
お
り
、
新
税
率
が
適
用

さ
れ
ま
す
。

▼
軽
４
輪
車
な
ど

【
税
率
が
変
更
さ
れ
ま
す
】

　

平
成
27
年
４
月
１
日
以
降
に
新
規

取
得
さ
れ
る
４
輪
車
な
ど
の
軽
自
動

車
（
新
車
）
に
は
、
新
税
率
が
適
用

さ
れ
ま
す
。

【
経
年
重
課
税
率
の
導
入
】

　

グ
リ
ー
ン
化
を
進
め
る
観
点
か
ら
、

賦
課
期
日
（
４
月
１
日
）
現
在
で
車

検
証
の
初
年
度
検
査
年
月
が
13
年
を

経
過
し
た
車
両
は
、
平
成
28
年
度
か

ら
重
課
税
率
に
な
り
ま
す
。

※
燃
料
が
電
気
、
天
然
ガ
ス
、
メ
タ

ノ
ー
ル
、
混
合
メ
タ
ノ
ー
ル
、
電
力

併
用
軽
自
動
車
、
被
け
ん
引
車
な
ど

は
重
課
税
率
対
象
外
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
市
民
税
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
１
７
）

住
民
税
が
変
わ
り
ま
す

　

平
成
27
年
度
か
ら
、
住
民
税
が
次

の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

【
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
に
つ
い
て
】

　

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
が
４
年
延
長
さ

れ
、
今
年
１
月
か
ら
平
成
29
年
12
月

ま
で
に
入
居
し
、
所
得
税
の
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
、
控
除
し
き
れ

な
か
っ
た
控
除
可
能
額
が
あ
る
人
も
、

住
民
税
の
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
４
月
以
降
入
居
の
控

除
額
は
「
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
可
能
額
の
う
ち
、
控
除
し
き
れ
な

か
っ
た
額
」
と
「
所
得
税
の
課
税
総

所
得
金
額
等
の
額
に
７
％
を
乗
じ

た
額
（
限
度
額
13
万
６
５
０
０
円
）」

の
い
ず
れ
か
小
さ
い
額
と
な
り
ま
す
。

※
適
用
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
。

【
配
当
・
譲
渡
所
得
に
つ
い
て
】

　

上
場
株
式
な
ど
の
配
当
・
譲
渡
所

得
に
係
る
軽
減
税
率
は
廃
止
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
１
月
以
降
（
平
成
26
年

分
所
得
税
、
平
成
27
年
度
住
民
税
）

の
申
告
分
離
課
税
に
は
、
税
率
20
・

３
１
５
％
（
所
得
お
よ
び
復
興
特
別

所
得
税
15
・
３
１
５
％
、
住
民
税

５
％
）
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
所
得
税
に
つ
い
て

　

米
子
税
務
署

　
　
　
　
　
　
（
☎
32
‐
４
１
２
１
）

◇
住
民
税
に
つ
い
て

　

税
務
課
市
民
税
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
１
７
）

就

学

援

助

制

度

　

就
学
援
助
制
度
は
、
小
・
中
学
生

の
い
る
家
庭
で
、
経
済
的
な
理
由
に

よ
り
就
学
が
困
難
な
世
帯
に
学
用
品

費
・
校
外
活
動
費（
修
学
旅
行
費
等
）・

給
食
費
な
ど
の
費
用
の
一
部
を
援
助

す
る
制
度
で
す
。

▼
該
当
す
る
世
帯

◇
要
保
護
世
帯
（
生
活
保
護
法
に
よ

　

り
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯
）
受

　

給
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
準
要
保
護
世
帯
（
要
保
護
世
帯
に

　

準
ず
る
程
度
に
、
経
済
的
に
困
っ

　

て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
世
帯
）
受

　

給
申
請
が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
各
小
・
中
学
校

◇
学
校
教
育
課
学
事
給
食
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
８
９
）

選
挙
人
名
簿
の
登
載
申
請  

　

来
年
１
月
１
日
現
在
で
、
農
業
委

員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
の
登
載
申
請

を
受
け
付
け
ま
す
。

　

選
挙
人
名
簿
は
、
来
年
３
月
31
日

に
確
定
し
、
再
来
年
３
月
30
日
ま
で

の
選
挙
に
使
用
さ
れ
ま
す
。
申
請
し

な
い
と
、
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

　

次
の
要
件
に
該
当
す
る
人
は
必
ず

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
要　

件

◇
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
平
成
７
年

　

４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

◇
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き
耕

　

作
の
業
務
を
営
む
人

◇
耕
作
の
業
務
を
営
む
人
と
同
居
す

　

る
親
族
ま
た
は
そ
の
配
偶
者
で
、

　

年
間
お
お
む
ね
60
日
以
上
、
耕
作

　

に
従
事
す
る
人

◇
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作
す

　

る
農
業
生
産
法
人
の
組
合
員
ま
た

　

は
、
社
員
で
年
間
お
お
む
ね
60
日

　

以
上
耕
作
に
従
事
す
る
人

▼
申
請
期
限

　

来
年
１
月
10
日
（
土
）

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
８
２
）

有　

料　

広　

告

車種区分　
税額（年額）

現行 新税率

原動機付

自転車

１種 1,000 円 2,000 円

２種乙 1,200 円 2,000 円

２種甲 1,600 円 2,400 円

ミニカー 2,500 円 3,700 円

小型特殊
農耕用 1,600 円 2,400 円

その他 4,700 円 5,900 円

小型２輪 250cc 超 4,000 円 6,000 円

軽２輪
125cc 超
250cc 以下

2,400 円 3,600 円

車種区分　
税額（年額）

現行 新税率 重課税率

３輪（660cc 以下） 3,100 円 3,900 円 4,600 円

４輪以上

（660cc以下）

乗用
営業用 5,500 円 6,900 円 8,200 円

自家用 7,200 円 10,800 円 12,900 円

貨物用
営業用 3,000 円 3,800 円 4,500 円

自家用 4,000 円 5,000 円 6,000 円

13　平成２６年１２月



informationinformation

成

人

式

　

平
成
26
年
度
境
港
市
成
人
式
を
次

の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　

12
月
８
日
（
月
）
ま
で
に
案
内
状

が
届
か
な
い
場
合
は
、
生
涯
学
習
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
対　

象

　

平
成
６
年
４
月
２
日
〜
平
成
７
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

▼
と　

き　

来
年
１
月
11
日
（
日
）

◇
受　

付

　

午
後
０
時
30
分
〜
１
時
15
分

◇
開　

式　

午
後
１
時
30
分

※
式
典
は
約
１
時
間
程
度

▼
と
こ
ろ　

文
化
ホ
ー
ル

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
１
）

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動

　

年
末
は
忘
年
会
等
に
よ
り
飲
酒
の

機
会
が
多
く
な
る
こ
と
で
、
飲
酒
運

転
の
発
生
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。
一
人

ひ
と
り
が
交
通
安
全
意
識
を
高
め
、

安
全
行
動
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

▼
運
動
期
間

　

12
月
９
日
（
火
）
〜
18
日
（
木
）

▼
運
動
の
重
点

◇
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自

　

転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

◇
高
齢
者
と
子
ど
も
の
交
通
事
故
防

　

止
◇
飲
酒
運
転
の
根
絶

◇
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
と
全
て
の
座

　

席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
正
し
い
使

　

用
の
徹
底

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

自
治
防
災
課
自
治
防
災
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
２
３
）

消

防

出

初

式

　

当
日
は
、
消
防
ポ
ン
プ
車
に
よ
る

分
列
行
進
、
一
斉
放
水
な
ど
日
ご
ろ

の
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
す
。
ま

た
、
午
前
８
時
に
市
内
全
域
で
サ
イ

レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

▼
と　

き　

来
年
１
月
11
日
（
日
）

【
表
彰
式
】
午
前
10
時
〜

◇
と
こ
ろ　

市
民
会
館
大
会
議
室　

【
訓
練
（
車
両
分
列
行
進
、
一
斉
放

水
）】
午
前
11
時
〜

◇
と
こ
ろ　

隠
岐
汽
船
乗
場　

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

自
治
防
災
課
自
治
防
災
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
２
３
）

北
朝
鮮
人
権
侵
害

問

題

啓

発

週

間

　
【

12

月

10

日

〜

16

日

】

　

拉
致
問
題
の
解
決
を
始
め
と
す
る
、

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題

へ
の
対
処
は
、
日
本
だ
け
で
な
く
、

国
際
社
会
を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き

課
題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

拉
致
問
題
に
つ
い
て
関
心
を
持
つ

こ
と
が
、
問
題
解
決
の
た
め
の
大
切

な
一
歩
と
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
振
興
課
人
権
政
策
室

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
０
２
）

入
札
結
果
の
公
表

　

予
定
価
格
が
１
千
万
円
以
上
の
工

事
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

管
理
課
管
理
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
７
６
）

 

工

業

統

計

調

査

　

今
年
12
月
31
日
現
在
で
工
業
統
計

調
査
を
実
施
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
製

造
業
を
営
む
事
業
所
の
活
動
実
態
を

把
握
す
る
も
の
で
す
。
お
願
い
す
る

事
業
所
に
は
、
今
月
か
ら
来
年
１
月

に
か
け
て
、
調
査
員
が
訪
問
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課
行
政
係　

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
０
７
）

ケーブルテレビ（中海テレビ）の
デジアナ変換が終了します

　ケーブルテレビ局は、アナログ放送終了後も、

地上デジタル放送をアナログ方式に変換放送する

『デジアナ変換』を実施してきましたが、来年２

月１８日（水）午後２時に終了します。アナログ

テレビでテレビを視聴されている人は地デジ放送

をご覧いただくための準備をお願いします。

【地上デジタル放送の視聴方法】

　①デジタルテレビに買い替える。

　②アナログテレビに地デジ対応のチューナー

　　などを設置する。

　③ケーブルテレビ局のサービスに加入し、Ｓ

　　ＴＢ（ケーブルテレビ専用チューナー）を　

　　設置する。

▼問い合わせ先

　◇総務省 地デジコールセンター 

　　　　　　　　　（☎0570－07－0101）

　◇中海テレビ放送（☎0120－727－868）

種 別 土　木 建　築 建　築 建　築 土　木 土　木

工 事 名
浜ノ町汚水枝線
（その３）工事

夕日ヶ丘１丁目
集会所新築工事
（建築）

夕日ヶ丘２丁目
集会所新築工事
（建築）

市民温水プール
屋上防水等改修

工事

境港２号汚水
幹線築造工事
（12 工区）

上道 57 号線外４
改良工事

入 札 日 10 月 15 日 10 月 17 日 10 月 17 日 10 月 20 日 10 月 31 日 10 月 31 日

予 定 価 格 86,446 千円 28,657 千円 25,637 千円 36,225 千円 88,058 千円 13,291 千円

落 札 額 83,916 千円 27,864 千円 24,948 千円 35,100 千円 85,212 千円 12,960 千円

落 札 率 97.1% 97.2% 97.3% 96.9% 96.8% 97.5%

落 札 者
㈲佐々木組
境港営業所

㈲北野建築工業 ㈲境港板金 境港土建㈱ ㈱木下建設 ㈲都田組

有　

料　

広　

告
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所得区分
総所得金額等
（※１）

３回目まで
４回目以降
（※２）

上位所得
（※３）

600 万円超
150,000 円（医療費が 500,000 円を
超えたときは、超えた分の 1％を加算）

83,400 円

一般 600 万円以下
80,100 円（医療費が 267,000 円を

超えたときは、超えた分の 1％を加算）
44,400 円

住民税非課税世帯 35,400 円 24,600 円

informationinformation

　住民基本台帳閲覧者一覧　（平成２５年１１月～２６年１０月）
　法令に基づき、下記のとおり公表します。　　　 ▼問い合わせ先　市民課市民係　（☎４７－１０３３）

閲覧目的 閲覧者名 閲覧日 閲覧範囲

鳥取県における少子化対策等に
関するアンケート調査 鳥取県 平成 25 年 11 月 20 日 昭和 39 年 4 月 2 日～平成 5年 4月 1日までに生まれた者

から 185 件

日本人の就業実態に関する
総合調査

独立行政法人  
労働政策研究・研修機構 平成 25 年 12 月 5 日 渡町の 20 ～ 65 歳（昭和 24 年 1 月 1 日～平成 5年 12 月

31 日までに生まれた者）から 30 件

鳥取県民ライフスタイル意識調査 鳥取県 平成 25 年 12 月 19 日 平成 5年 4月 1日までに生まれた者から 240 件

通信利用動向調査 総務省情報通信
国際戦略局長

平成 25 年 12 月 24、
25 日

20 歳以上（平成 5年 4月 1日までに生まれた者）から
192 件

国語に関する世論調査 文化庁文化部国語課 平成 26 年 1 月 17 日 渡町の 16 歳以上（平成 10 年 2 月末日までに生まれた者）
から 15 件

全国たばこ喫煙者率調査 日本たばこ産業㈱ 平成 26 年 1 月 21 日 福定町の大正 13 年 5 月 1日～平成 6年 4月 30 日生まれ
の者から 20 件

自衛官等の募集に伴う広報
（自衛隊法第 29 条 1 項、第 35 条） 自衛隊鳥取地方協力本部 平成 26 年 4 月 23 日 平成 8年 4月 2日～平成 9年 4月 1日の間に生まれた者

337 件

鳥取県人権意識調査 鳥取県 平成 26 年 5 月 15 日 平成 10 年 4 月 2 日以前に生まれた者から 181 件

日本放送協会（NHK）の
テレビ視聴に関する調査 ㈱野村総合研究所　 平成 26 年 5 月 21 日 福定町の 16 歳以上（平成 10 年 12 月末日までに生まれた

の者）から 14 件

境港 ( 外港竹内南地区 ) の利用
状況に関するアンケート調査

国土交通省
中国地方整備局 平成 26 年 6 月 27 日 全域から 225 件

鳥取県男女共同参画意識調査 鳥取県 平成 26 年 7 月 11 日 平成 5年 8月 1日までに生まれた者から 142 件

メディアに関する全国世論調査 （公財）  新聞通信調査会 平成 26 年 7 月 11 日 財ノ木町の 18 歳以上（平成 8年 7月末日までに生まれた
者）から 20 件

環境問題に関する世論調査 内閣府大臣官房
政府広報室 平成 26 年 7 月 11 日 竹内町の 20 歳以上（平成 6年 6月末日までに生まれた者）

から 12 件

家庭からの二酸化炭素排出量の
推計に係る実態調査全国試験調査 環境省地域環境局 平成 26 年 7 月 23 日 昭和元年 4月 2日～平成 6年 4月 1日の間に生まれた者

から 66 件

国民健康・栄養調査 鳥取県 平成 26 年 9 月 19 日 上道町の平成 25 年 11 月 1 日以前に生まれた者から 39 件

県民の運動・スポーツに関する
意識実態調査 鳥取県 平成 26 年 10 月 22 日 平成 6年 4月 2日以前に生まれた者から 91 件

産前・産後ケアに関する
アンケート調査 鳥取県 平成 26 年 10 月 24 日 平成 25 年 8 月 1 日～平成 26 年 7 月 31 日までに生まれた

者から 162 件

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

市
民
課
保
険
年
金
係

　
　
（
☎
47
‐
１
０
３
６
）

７０歳未満の人の医療費の自己負担限度額（月額）

●平成２６年１２月まで

所得区分
総所得金額等
（※１）

３回目まで
４回目以降
（※２）

上位所得
（※３）

901 万円超
252,600 円（医療費が 842,000 円を
超えたときは、超えた分の 1％を加算）

140,100 円

600 万円超
901 万円以下

167,400 円（医療費が 558,000 円を
超えたときは、超えた分の 1％を加算）

93,000 円

一般

210 万円超
600 万円以下

80,100 円（医療費が 267,000 円を
超えたときは、超えた分の 1％を加算） 44,400 円

210 万円以下 57,600 円

住民税非課税世帯 35,400 円 24,600 円

※１　総所得金額等＝総所得金額－330,000円

※２　過去12カ月間に高額療養費の支給が4回以上あった場合、4回目以降は限度額が

　　　下がります。

※３　所得の申告をしていない人がいる世帯も、上位所得とみなされます。

●平成２７年１月から

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
の
医
療
費
の
自
己
負
担
限
度
額
が
、
来
年
1
月
か

ら
変
わ
り
ま
す
。

　

現
在
発
行
し
て
い
る
「
限
度
額
認
定
証
」（
白
い
カ
ー
ド
）
は
、
12
月
末
で
期
限
が
切

れ
ま
す
。
12
月
末
ま
で
有
効
な
証
を
お
持
ち
の
人
に
は
、
年
末
に
新
し
い
区
分
の
証
を
お

送
り
し
ま
す
。
た
だ
し
、
12
月
中
に
満
70
歳
に
な
る
人
の
う
ち
、
非
課
税
世
帯
の
人
は
、

来
年
１
月
に
改
め
て
申
請
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

70
歳
以
上
の
人
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

70
歳
未
満
の
人
の

　

自
己
負
担
限
度
額
が
変
わ
り
ま
す

15　平成２６年１２月
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清
掃
セ
ン
タ
ー
情
報

▼
粗
大
ご
み
の
有
料
収
集
サ
ー
ビ
ス

　

毎
週
水
曜
日
の
午
後
と
３
、６
、９
、

12
月
の
第
３
日
曜
日
の
午
前
に
、
粗

大
ご
み
の
有
料
収
集
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。
収
集
を
希
望
す
る

場
合
、
事
前
に
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
ご

予
約
く
だ
さ
い
。

◇
と　

き　

12
月
21
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
11
時
30
分

◇
料　

金

　

１
回
の
収
集
に
つ
き
１
０
２
０
円

と
粗
大
ご
み
10
㎏
毎
に
１
７
０
円
、

衣
類
10
㎏
毎
に
１
０
０
円
の
処
理
料

金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

▼
軟
質
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
収
集

　

軟
質
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
収
集
を

11
月
よ
り
開
始
し
ま
し
た
。
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
収
集
日
の
朝
８
時
ま
で
に
可
燃
ご

　

み
集
積
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
収
集
は
終
日
か
か
り
ま
す
の
で
、

　

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
中
身
が
出
な
い
よ
う
に
取
っ
手
を

　

結
ん
で
く
だ
さ
い
。

◇
軟
質
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
収
集
は
祝

　

日
・
年
末
年
始
は
収
集
し
ま
せ
ん
。

※
連
続
２
回
中
止
に
な
る
場
合
、
ど

ち
ら
か
を
収
集
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
清
掃
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
42
‐
３
８
０
３
）

◇
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
45
‐
８
６
２
６
）

中
海
圏
域
就
職
ナ
ビ
・

中
海
圏
域
ワ
ー
ク
ネ
ッ
ト

　

中
海
圏
域
就
職
ナ
ビ
・
中
海
圏
域

ワ
ー
ク
ネ
ッ
ト
は
、
中
海
４
市
（
境

港
市
・
松
江
市
・
米
子
市
・
安
来

市
）
が
共
同
で
運
営
す
る
学
生
や
求

職
者
の
就
職
支
援
を
す
る
サ
イ
ト
で

す
。
商
工
農
政
課
に
相
談
窓
口
を
設

置
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▼
サ
イ
ト
Ｕ
Ｒ
Ｌ

◇
中
海
圏
域
就
職
ナ
ビ

　

h
ttp
://w

w
w
.n
a
k
a
u
m
i-

sh
u
sh
o
k
u
n
av
i.co
m
/

◇
中
海
圏
域
ワ
ー
ク
ネ
ッ
ト

　

h
ttp
://w

w
w
.n
a
k
a
u
m
i-

sh
u
sh
o
k
u
n
av
i.co
m
/w
o
rk
_n
et/

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
農
政
課
商
工
振
興
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
５
６
）

職
場
の
労
働
災
害
防
止

対
策
を
見
直
し
ま
し
ょ
う

　

労
働
災
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
労
働
災
害
は
９
月
末
現
在

で
１
６
７
件
発
生
し
、
前
年
同
期
に

比
べ
て
10
件
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

製
造
業
、
建
設
業
、
運
送
業
、
第

三
次
産
業
で
多
発
し
て
い
ま
す
。
冬

季
の
凍
結
等
に
よ
る
転
倒
災
害
に
も

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

米
子
労
働
基
準
監
督
署

　
　
　
　
　
　
（
☎
34
‐
２
２
３
１
）

鳥
取
県
最
低
賃
金

　

10
月
８
日
か
ら
鳥
取
県
最
低
賃
金

が
１
時
間
あ
た
り
６
７
７
円
に
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

　

鳥
取
県
最
低
賃
金
は
、
年
齢
に
関

係
な
く
、
パ
ー
ト
や
学
生
ア
ル
バ
イ

ト
な
ど
を
含
め
、
県
内
の
事
業
所
で

働
く
全
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
最
低
賃
金
額
に
は
、
次
の

賃
金
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

◇
精
皆
勤
・
通
勤
・
家
族
手
当

◇
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金　

◇
１
カ
月
を
超
え
る
期
間
ご
と
に
支

　

払
わ
れ
る
賃
金

◇
時
間
外
労
働
、
休
日
労
働
お
よ
び

　

深
夜
労
働
の
割
増
賃
金

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
（
☎
０
８
５
７
‐
29
‐
１
７
０
５
）

農
業
委
員
会
情
報

「
農
地
転
用
」

　

農
地
を
農
地
以
外
の
も
の
に
す
る

こ
と
を
農
地
転
用
と
い
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
畑
や
田
を
整
地
し
て
住

宅
な
ど
を
建
築
し
た
り
、
駐
車
場
に

し
た
り
す
る
こ
と
で
す
。

　

農
地
転
用
す
る
場
合
、
農
地
法
に

基
づ
く
許
可
が
必
要
で
す
。（
市
街

化
区
域
の
場
合
、
届
出
が
必
要
。）

　

過
去
に
住
宅
な
ど
を
建
築
し
、
地

目
が
畑
等
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
場

合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

許
可
申
請
、
届
出
の
受
付
に
つ
い

て
は
、
農
業
委
員
会
で
行
っ
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
、
農
業
委
員
会
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
５
３
）

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
カ
モ
類

な
ど
の
渡
り
鳥
が
大
陸
か
ら
国
内
に

運
ん
で
く
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
渡
り
鳥
が
飛
来
す
る
時

期
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
鳥
を
飼
育

し
て
い
る
人
は
、
次
の
点
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

◇
鳥
の
様
子
を
毎
日
観
察
す
る
こ
と
。

◇
野
鳥
と
の
接
触
を
避
け
る
た
め
に

・
放
し
飼
い
は
や
め
、
鳥
小
屋
の
中

　

で
飼
う
こ
と
。

・
鳥
小
屋
は
防
鳥
ネ
ッ
ト
で
覆
う
こ

　

と
。

◇
鳥
小
屋
は
清
潔
に
し
、
定
期
的
に

　

消
毒
す
る
こ
と
。

◇
餌
や
飲
み
水
は
毎
日
新
鮮
な
も
の

　

を
与
え
、
野
鳥
が
飛
来
す
る
河
川

　

や
池
の
水
を
与
え
な
い
こ
と
。

◇
原
因
が
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、
次
々

　

と
鳥
が
死
ん
で
し
ま
う
な
ど
の
異

　

常
が
鳥
に
見
ら
れ
た
ら
、
連
絡
す

　

る
こ
と
。

※
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
鶏
卵
や

鶏
肉
を
食
べ
る
こ
と
で
、
人
が
感
染

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
商
工
農
政
課
農
業
振
興
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
９
）

◇
西
部
家
畜
保
健
衛
生
所

　
　
　
　
　
　
（
☎
62
‐
０
１
４
０
）

◇
西
部
総
合
事
務
所
生
活
環
境
局
生

活
安
全
課 

（
☎
31
‐
９
３
２
０
）

◎毎月第３日曜日 
 ≪家庭系ごみの受け入れ≫
　１２月２１日（日）（午前９時～正午）

◎可燃ごみ祝日収集 
 ≪１２月の対象日≫
　１２月２３日（火・天皇誕生日）
 ≪１月の対象日≫

　１月１２日（月・成人の日）
※当日は施設への持ち込みはできません

◎年末可燃ごみ臨時収集 
　１２月２９日（月）　月・木コース
　１２月３０日（火）　火・金コース

　※施設へのごみの持ち込みは、

　　午前８時４５分～正午（両日）

◎軟質プラスチック類の祝日収集 

　１２月２３日（火・天皇誕生日）
　　　　　　　（火曜日コース）
　※１２月２９日～１月２日の収集はあり

　　ません。

市報さかいみなと　16
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さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ
情
報

【
レ
デ
ィ
ー
ス
デ
イ
・
シ
ル
バ
ー
デ
イ
】

　

女
性
・
65
歳
以
上
の
人
は
割
引

▼
と　

き　

毎
月
第
２
・
３
月
曜
日　

◇
大　

人　

５
１
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

【
各
種
割
引
】

▼
高
齢
者
料
金

　

70
歳
以
上
の
人
は
常
時
３
０
０
円

▼
時
間
帯
割
引

　

正
午
ま
で
の
入
館
女
性
は
割
引

◇
大　

人　

５
１
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

▼
家
族
割
引

　

家
族
連
れ
の
小
・
中
学
生
は
割
引

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

▼
誕
生
日
割
引　

誕
生
日
の
人
は
入

浴
料
が
無
料
（
要
証
明
）

【
薬
湯
の
日
】

◇
女　

湯　

毎
週
月
曜
日

◇
男　

湯　

毎
週
水
曜
日

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ

　
　
　
　
　
　
（
☎
44
‐
４
０
６
０
）

夢
み
な
と
タ
ワ
ー
情
報

【
夢
み
な
と
タ
ワ
ー

　
　
　
　
　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
】

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク

な
夜
景
と
星
空
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

▼
と　

き　

12
月
25
日
（
木
）
ま
で

※
12
月
19
日
（
金
）
ま
で
は
１
階
を

午
後
８
時
ま
で
無
料
開
放
し
ま
す
。

※
12
月
20
日
（
土
）
か
ら
は
展
望
室

を
午
後
８
時
ま
で
延
長
開
放
し
ま
す
。

（
タ
ワ
ー
棟
有
料
）

※
12
月
23
日
（
火
・
祝
）
か
ら
25
日

（
木
）
は
、
展
望
室
に
期
間
限
定
で

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
カ
フ
ェ
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
。（
午
後
４
時
〜
８
時
）

【
お
正
月
イ
ベ
ン
ト
】

▼
と　

き　

１
月
１
日
（
木
・
祝
）

◇
初
日
の
出
を
み
よ
う
（
午
前
７
時

　

〜
８
時
）

◇
有
料
入
館
者
（
先
着
１
０
０
人
）

　

に
紅
白
も
ち
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
午
前

　

９
時
〜
）

◇
正
月
遊
び
を
楽
し
も
う
（
１
月
１

　

日
〜
４
日
）

◇
ト
リ
ピ
ー
と
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会

　

①
午
前
11
時
〜

　

②
午
後
１
時
30
分
〜　

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
３
８
０
０
）

新

春

の

つ

ど

い

　

平
成
27
年
の
新
春
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、「
新
春
の
つ
ど
い
」
を
開
催

し
ま
す
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

会
費
を
添
え
て
、
早
め
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

来
年
１
月
５
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
前
11
時
〜

▼
と
こ
ろ　

市
民
会
館
大
会
議
室

▼
会　

費　

５
０
０
円

※
酒
類
の
飲
食
は
行
い
ま
せ
ん
。

▼
申
込
期
限　

12
月
12
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

◇
秘
書
課　
　
（
☎
47
‐
１
０
０
５
）

◇
各
公
民
館

納

税

相

談

　

平
日
の
昼
間
に
仕
事
な
ど
で
、
市

税
の
納
付
や
相
談
に
来
ら
れ
な
い
人

は
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

12
月
25
日
（
木
）、
来

年
１
月
30
日
（
金
）

　

午
後
５
時
15
分
〜
８
時

▼
と
こ
ろ　

収
税
課
窓
口

▼
取
り
扱
い
税
目

　

個
人
住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税

※
納
税
通
知
書
等
を
紛
失
し
、
納
め

る
金
額
が
わ
か
ら
な
い
人
は
あ
ら
か

じ
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

収
税
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
１
９
）

年

金

相

談

▼
と　

き　

12
月
10
日
（
水
）、
来

年
１
月
14
日
（
水
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
持
参
す
る
も
の

◇
年
金
証
書
ま
た
は
年
金
手
帳

◇
年
金
特
別
便
ま
た
は
年
金
定
期
便

◇
委
任
状
（
代
理
人
の
場
合
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

日
本
年
金
機
構
米
子
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
（
☎
34
‐
６
１
１
１
）

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

基
本
設
計
（
案
）
説
明
会

　

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
事
業
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

　

今
回
の
説
明
会
で
は
、
道
の
基
本

設
計
原
案
に
、
地
元
意
見
を
加
え
た

修
正
案
の
説
明
を
行
い
ま
す
。

▼
と　

き　

12
月
15
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
後
７
時
〜

▼
と
こ
ろ

　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
講
堂

▼
説
明
者

　

堀　

繁
さ
ん
（
東
京
大
学
ア
ジ
ア

生
物
資
源
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
長
・

教
授
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　

管
理
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
１
５
）

植　田　家　住　宅
国の登録有形文化財に内定

　１１月２１日（金）に開催された国の文化審議会にお

いて、植田家住宅（末広町）の主屋および離れが、「国

土の歴史的景観に寄与しているもの」という基準を満た

すものとして、登録有形文化財に登録するよう、答申が

なされました。これは、市内では面谷家に続き、２件目

の登録となります。

▼登録されることとなった建物

【登録有形文化財とは】

　登録有形文化財とは、文化財を保存しながら活用する

ことを目的として作られた国の制度です。指定文化財（国

宝・重要文化財）に比べ、規制が緩やかになっています。

建築後５０年以上経過したもののうち、一定の基準を満

たしたものが対象となります。

▼問い合わせ先

　生涯学習課文化体育係　（☎４７‐１０９３）

○主屋

（明治中期建築／

　　昭和５８年改修）

○離れ

（大正前期建築）

17　平成２６年１２月
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地
域
の
水
産
資
源

活

用

セ

ミ

ナ

ー

▼
内　

容　

◇
鳥
取
大
学
日
本
海
水
産
海
洋
資
源

　

研
究
会
事
業
報
告

◇
東
南
・
東
ア
ジ
ア
の
水
産
物
貿
易

　

事
情
、
日
本
の
水
産
業
の
将
来
に

　

つ
い
て
の
講
演
な
ど

▼
対　

象　

地
域
の
水
産
資
源
に
関

心
の
あ
る
人
な
ど

▼
と　

き　

12
月
15
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
後
３
時
〜
５
時
30
分

▼
と
こ
ろ

　

境
港
商
工
会
議
所
大
ホ
ー
ル

▼
講　

師

　

山
尾
政
博
さ
ん（
広
島
大
学
教
授
）　

▼
定　

員　

80
人
程
度

▼
申
込
期
限　

12
月
12
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
大
学　

産
学
・
地
域
連
携
推

進
機
構

　
（
☎
０
８
５
７
‐
31
‐
５
６
８
６
）

ぼ
ち
ぼ
ち
ク
ラ
ブ

　

こ
こ
ろ
の
病
気
で
治
療
さ
れ
て
い

る
人
が
集
ま
り
、
仲
間
づ
く
り
や
生

活
体
験
を
行
う
場
で
す
。
今
回
は
、

ク
リ
ス
マ
ス
会
を
行
い
ま
す
。
お
菓

子
作
り
な
ど
を
通
し
て
、
ク
リ
ス
マ

ス
を
感
じ
ら
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

▼
と　

き　

12
月
18
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ

　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
２
階
調
理
室

▼
持
参
す
る
物

　

三
角
巾
、
エ
プ
ロ
ン
、
手
拭
き
タ

オ
ル
、
食
材
費
２
０
０
円　
　
　
　
　
　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課
成
人
保
健
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
１
）

水
木
し
げ
る
記
念
館

来
館
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

水
木
し
げ
る
記
念
館
で
は
新
年
を

祝
い
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
手
ぬ
ぐ
い
を
有

料
入
館
者
（
各
日
先
着
１
０
０
人
）

に
差
し
上
げ
ま
す
。

▼
と　

き

　

１
月
１
日
（
木
・
祝
）
〜
３
日
（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
か
ら

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

水
木
し
げ
る
記
念
館

　
　
　
　
　
　
（
☎
42
‐
２
１
７
１
）

『
家
庭
の
日
』絵
画
・
ポ
ス
タ
ー

作

品

巡

回

展

示

　

青
少
年
育
成
鳥
取
県
民
会
議
で
は

第
３
日
曜
日
を
家
庭
の
日
と
し
、
青

少
年
健
全
育
成
の
啓
発
に
努
め
て
い

ま
す
。
家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
深
め
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し

て
絵
画
作
品
を
募
集
し
、
入
賞
作
品

の
巡
回
展
示
を
行
い
ま
す
。

▼
と　

き　

　

12
月
11
日
（
木
）
〜
21
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
と
こ
ろ

　

米
子
市
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
（
火

曜
日
休
館
）

▼
入
場
料　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
１
）

第
３
回
境
港
歴
史
散
歩

　

境
港
の
歴
史
を
探
る
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。
今
回
は
、
県
選
択
無
形

民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る

「
ト
ン
ド
」
を
は
じ
め
、
境
港
に
伝

わ
る
民
俗
行
事
の
意
味
と
そ
の
歴
史

を
探
り
ま
す
。

▼
演　

題

　
「
境
港
の
ト
ン
ド
」
〜
境
港
の
民

俗
行
事
の
意
味
と
そ
の
歴
史
〜

▼
講　

師

　

福ふ
く

代し
ろ

宏
さ
ん（
鳥
取
県
立
博
物
館
）

▼
と　

き　

12
月
20
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜

▼
と
こ
ろ

　

中
央
公
民
館
（
市
民
会
館
２
階
）

▼
入
場
料　

無
料
（
申
込
不
要
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
市
歴
史
楽
会　

面
谷
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
☎
42
‐
２
９
１
５
）

子
ど
も
わ
い
わ
い
カ
ー
ニ
バ
ル

▼
と　

き

　

来
年
２
月
11
日
（
水
・
祝
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ　

夢
み
な
と
タ
ワ
ー
１
階　

多
目
的
ホ
ー
ル

【『
子
ど
も
フ
リ
マ
』
出
店
者
募
集
】

▼
参
加
条
件

◇
小
学
生
（
３
年
生
以
下
は
保
護
者

　

同
伴
）

◇
事
前
説
明
会
に
参
加
で
き
る
こ
と

▼
参
加
費　

１
店
舗
５
０
０
円

▼
出
店
数　

15
店
舗
（
先
着
順
）

▼
事
前
説
明
会

◇
と　

き　

来
年
１
月
10
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
11
時
〜

◇
と
こ
ろ　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー　

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
親
と
子
ど
も
の
劇
場　
　

（
☎
０
８
０
‐
２
９
０
２
‐
５
５
３
３
）

お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト
の
会

冬
休
み
お
は
な
し
会

▼
対　

象　

幼
児
か
ら
大
人
ま
で

▼
と　

き　

12
月
25
日
（
木
）

　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

境
公
民
館
１
階
和
室

▼
内　

容

◇
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ

◇
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

◇
わ
ら
べ
う
た
、
紙
芝
居
な
ど

▼
参
加
費　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト
の
会　

足
立

さ
ん　
　
　
　
（
☎
45
‐
３
０
７
６
）

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

▼
と　

き　

12
月
13
日
（
土
）

　

午
後
７
時
30
分
〜
８
時
40
分

▼
と
こ
ろ　

文
化
ホ
ー
ル

▼
参
加
費　

無
料

▼
出　

演　

G

グ
ル
ー
ヴ
ィ
ン

ro
o
v
in
’ L

ラ

ボ

ab
▼
曲　

目

　

ホ
ワ
イ
ト
ク
リ
ス
マ
ス
、
サ
ン
タ

が
街
に
や
っ
て
く
る 

ほ
か

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
市
文
化
振
興
財
団

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
０
４
）

行
政
嘱
託
職
員
（
非
常
勤
）

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
窓
口
で
配
布

の
実
施
要
項
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
職
種
・
人
数

◇
一
般
事
務
補
助
員
（
若
干
名
）

◇
保
健
師
（
１
人
）

◇
環
境
整
備
員
（
１
人
）

◇
保
育
士
（
６
人
程
度
）

◇
図
書
館
司
書
（
１
人
）

◇
公
民
館
主
事
（
４
人
）

▼
年
齢
・
資
格
要
件
等

　

各
職
種
の
実
施
要
項
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

▼
採
用
予
定
日　

来
年
４
月
１
日

▼
応
募
期
限

　

来
年
１
月
７
日
（
水
）

▼
試
験
日　

来
年
１
月
18
日
（
日
）

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
職
員
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
０
９
）

募募  

集集

市報さかいみなと　18
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下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験

　

鳥
取
県
下
水
道
協
会
は
、
排
水
設

備
工
事
責
任
技
術
者
の
資
格
試
験
を

実
施
し
ま
す
。

※
責
任
技
術
者
試
験
は
３
年
に
１
度

実
施
さ
れ
ま
す
。

▼
受
験
講
習
日

　

来
年
２
月
１
日
（
日
）

▼
試
験
日　

来
年
２
月
15
日
（
日
）

▼
会　

場

　

倉
吉
体
育
文
化
会
館
大
研
修
室

▼
受
験
手
数
料　

６
千
円

※
テ
キ
ス
ト
代
、
受
験
講
習
料
を
含

み
ま
す
。

※
申
し
込
み
ま
で
に
、
指
定
口
座
に

振
り
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
受
験
案
内
配
布
・
申
込
場
所

　

下
水
道
課
窓
口

※
県
内
市
町
村
（
日
南
町
を
除
く
）

の
下
水
道
担
当
課
で
申
し
込
み
で
き

ま
す
。

▼
受
付
期
間　

　

12
月
15
日
（
月
）
〜
26
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

下
水
道
課
普
及
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
１
８
）

平
成　

年
度
伝
統
文
化

親

子

教

室

事

業

　

子
ど
も
た
ち
が
参
加
す
る
伝
統
文

化
親
子
教
室
事
業
に
対
し
て
、
文
化

庁
が
補
助
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
補
助
の
対

象
と
な
る
事
業
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
期
限　

12
月
19
日
（
金
）

▼
募
集
案
内
・
申
請
書
類
等

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。
ま
た
、
生
涯
学
習
課

窓
口
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

◇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
ttp
://o
y
ak
o
k
y
o
sh
itsu
.jp
/

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
文
化
体
育
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
３
）

放
送
大
学
４
月
入
学
生

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
27
年
度
第

１
学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
等
の
放
送

を
利
用
し
、
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・

歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
等
、
幅
広

い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

▼
出
願
期
限　

来
年
２
月
28
日（
土
）

※
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

放
送
大
学
鳥
取
学
習
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
８
５
７-

３
７-

２
３
５
１
）

　

詳
細
は
各
施
設
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
特
に
記
載
が
な
い
場
合
、

会
場
は
問
い
合
わ
せ
先
と
同
じ
で
す
。

に
こ
に
こ
ひ
ろ
ば

▼
で
こ
ぼ
こ
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

◇
と　

き　

12
月
20
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

◇
と
こ
ろ　

遊
戯
室

※
未
就
園
児
を
対
象
に
園
庭
開
放
し

て
い
ま
す
。

◇
平　

日　

午
前
10
時
〜
正
午

◇
土
曜
日　

午
前
９
時
〜
正
午

▼
問
い
合
わ
せ
先　

聖
心
幼
稚
園

　
　
　
　
　
　
（
☎
42
‐
２
０
４
０
）

び

さ

い

交

流

会

▼
び
さ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

◇
と　

き　

12
月
13
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
15
分
〜
正
午

◇
と
こ
ろ　

文
化
ホ
ー
ル

▼
お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト
さ
ん
に
よ
る

「
お
は
な
し
い
っ
ぱ
い
」

◇
と　

き　

12
月
15
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

※
毎
日
、
園
庭
と
え
ほ
ん
館
を
開
放

し
、
未
就
園
児
に
も
絵
本
の
貸
し
出

し
を
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

美
哉
幼
稚
園

　
　
　
　
　
　
（
☎
42
‐
２
８
３
９
）

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

子
育
て
支
援
活
動

▼
全
体
交
流
会
（
ク
リ
ス
マ
ス
会
）

◇
と　

き　

12
月
14
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

◇
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

◇
申
込
期
限　

12
月
12
日
（
金
）

※
会
員
以
外
の
人
も
参
加
で
き
ま
す

が
、
申
込
多
数
の
場
合
は
会
員
を
優

先
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー　
　
　
（
☎
45
‐
６
６
６
０
）

き
ら
き
ら
・
ひ
ま
わ
り

▼
巡
回
子
育
て
プ
レ
イ
ラ
ン
ド

ひ
ま
わ
り
の
お
も
ち
ゃ
を
持
っ
て
出

か
け
ま
す
。
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

◇
と　

き　

12
月
９
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

◇
と
こ
ろ　

中
浜
公
民
館

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
き
ら
き
ら
」（
☎
45
‐
０
１
１
６
）

◇
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ひ
ま
わ
り
」（
☎
21
‐
８
１
０
３
）

お

は

な

し

広

場

　

絵
本
や
お
は
な
し
、
手
遊
び
う
た

な
ど
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

【
絵
本
と
お
は
な
し
の
部
屋
】

　
　
　
（
お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト
の
会
）

▼
と　

き　

来
年
１
月
10
日
（
土
）

　

毎
月
第
１
土
曜
日

　

午
後
２
時
〜
３
時

※
新
年
１
月
は
10
日
（
土
）
に
変
更

し
て
開
催
し
ま
す
。

▼
と
こ
ろ　

市
民
図
書
館

【
絵
本
と
紙
芝
居
を
楽
し
む
会
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
な
ぎ
さ
会
）

▼
と　

き

　

12
月
13
日
（
土
）、
来
年
１
月
10

日
（
土
）

　

毎
月
第
２
土
曜
日

　

午
後
２
時
〜
３
時

▼
と
こ
ろ　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

【
お
し
ゃ
べ
り
た
ん
ぽ
ぽ

　
　
　
　
　
　
　
　

お
は
な
し
会
】

　
　
　
　
（
お
し
ゃ
べ
り
た
ん
ぽ
ぽ
）

▼
と　

き　

12
月
20
日
（
土
）

　

毎
月
第
３
土
曜
日

　

午
後
２
時
〜
３
時

▼
と
こ
ろ　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

【
親
子
で
絵
本
を
楽
し
む
会
】

　
　
　
（
境
港
親
と
子
ど
も
の
劇
場
）

▼
と　

き　

毎
週
水
曜
日

　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

※
12
月
31
日（
水
）は
お
休
み
し
ま
す
。

▼
と
こ
ろ　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
ひ
ま
わ
り

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
１
）

子
育
て

子
育
て

　

支
援
情
報

　

支
援
情
報

27
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区　　　分 年　　末 年　　始

市 役 所　 （☎ 44 － 2111）12 月 26 日（金）まで 1月 5日（月）から

住民票・戸籍謄抄本・
印鑑証明の交付のみ

◎臨時窓口を開設します。
12 月 29 日（月）9：00 ～ 16：00
（詳細は 12 ページをご覧ください）

－

婚 姻・ 出 生・ 死 亡 届 当直者が受け付けます。

資

源

ご

み

古

紙

類

可

燃

性

粗

大

ご

み

軟
質
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

可

燃

ご

み

収集

定期 12 月 26 日（金）まで 1月 5日（月）から

臨時
(可燃ごみのみ )

収集日が月・木の区域：12 月 29 日（月）
収集日が火・金の区域：12 月 30 日（火）
 ※当日朝 8時までに出してください。

－

自己搬入
※清掃センターへ

（☎ 42 － 3803）

12 月 26 日（金）まで（8：45 ～ 17：00）
　◎臨時受入　12 月 29 日、30 日
　　　　　　　（両日とも 8：45 ～ 12：00）

1 月 5 日（月）から

資
源
ご
み
ビ
ン
缶
類

不
燃
性
粗
大
ご
み

不

燃

ご

み

有

害

ご

み

収　集 12 月 26 日（金）まで 1月 5日（月）から

自己搬入
※リサイクルセンターへ

（☎ 45 － 8626）

12 月 26 日（金）まで（8：45 ～ 17：00）
　◎臨時受入　12 月 29 日、30 日
　　　　　　　（両日とも 8：45 ～ 12：00）

1 月 5 日（月）から

は ま る ー ぷ バ ス（☎ 44 － 1140）12 月 30 日（火）まで 1月 4日（日）から

し 尿 く み 取 り（☎ 45 － 0304）12 月 29 日（月）まで 1月 5日（月）から

市 民 図 書 館（☎ 47 － 1099）12 月 28 日（日）まで 1月 4日（日）から

市 民 体 育 館（☎ 42 － 6770）12 月 28 日（日）まで 1月 4日（日）から

市 民 温 水 プ ー ル（☎ 44 － 5885）12 月 28 日（日）まで 1月 4日（日）14：00 から

市 民 会 館（☎ 47 － 1105）12 月 28 日（日）まで 1月 4日（日）から

文 化 ホ ー ル（☎ 44 － 1000）12 月 28 日（日）まで 1月 4日（日）から

海とくらしの史料館（☎ 44 － 2000）12 月 29 日（月）まで
29（月）は 10：00 ～ 15：00

1 月３日（土）10：00 ～ 15：00
4 日（日）から平常どおり営業

さかいポートサウナ（☎ 44 － 4060）12 月 30 日（火）・31 日（水）は
10：00 ～ 19：00（受付 18：30 まで）

1月 2日（金）・3日（土）は
10：00 ～ 15：00（受付 14：30 まで）、
4日（日）から平常どおり営業

観 光 案 内 所（☎ 47 － 0121）年末年始も無休でご案内（9：00 ～ 17：00）

物産観光センター
みなとまち商店街

（☎ 47 － 3710）年末年始も無休で営業
（9：00 ～ 17：00　※ただし 12 月 31 日（水）は 9：00 ～ 15：00）

夢 み な と タ ワ ー（☎ 47 － 3800）年末年始も無休で開館
1月 1日（木・祝）は展望室で 7：00 から初日の出を見るつどいを開催します。

水木しげる記念館（☎ 42 － 2171）年末年始も無休で開館
（9：30 ～ 17：00（受付 16：30 まで））

市民活動センター（☎ 47 － 1204）12 月 28 日（日）まで 1月 5日（月）から

市民総合ボランティアセンター（☎ 47 － 1206）12 月 28 日（日）まで 1月 5日（月）から

済生会境港総合病院（☎ 42 － 3161）12 月 26 日（金）まで 1月 5日（月）から

日曜休日応急診療所（☎ 44 － 4173）
12 月 28 日（日）、31 日（水） 1月 2日 ( 金 )、3 日（土）、4日（日）

※診察時間　10：00 ～ 12：00　と　13：30 ～ 17：00

年末年始の業務のお知らせ年末年始の業務のお知らせ

市報さかいみなと　20



保健相談センターへ

　　　　お越しください

催し物名 と　き 対　象 問い合わせ先

妊産婦・乳幼児

健康相談

12 月 9 日（火）

 2 月 17 日（火）

9:30 ～ 12:00
（受付 9:30 ～
10:30）

妊産婦・
乳幼児と
保 護 者

健康推進課
☎ 47-1041
※母子健康手帳を持参

離乳食講習会
12 月 9 日（火）

 2 月 17 日（火）

10:00 ～ 10:40
（9カ月～1歳6カ月児）

10:50 ～ 11:30
（5カ月～8カ月児）

５カ月～
１歳６カ月児
と保護者

健康推進課
☎ 47-1042
※母子健康手帳を持参

カウンセリング 12月17日（水）14:00 ～ 16:00 市　民
健康推進課
☎ 47-1043
※予約制

６カ月児健康診査

▼ 1 月 28 日（水）12:45、13:15

　平成 26 年 6 月生まれの乳児

１歳６カ月児健康診査

▼ 1 月 29 日（木）12:50、13:15

　平成 25 年 6 月生まれの幼児

３歳児健康診査

▼ 12 月 25 日（木）12:50、13:15

　平成 23 年 11 月生まれの幼児

▼   1 月 15 日（木）12:50、13:15

　平成 23 年 12 月生まれの幼児

　インフルエンザウイルスの感染力は非常に強く、

日本では毎年１千万人が感染しています。例年１２

月～３月頃に流行しますので、今の時期に特に気を

つけて予防対策を心がけましょう。予防対策は、次

のとおりです。

　①栄養と休養を十分取り、抵抗力を高める。

　②人混みに出る時は、マスクを着用する。

　③こまめに手洗いをする。

　④予防接種を受ける。

　予防接種は感染を１００％防ぐことはできません

が、発症しても重症になるのを防ぎます。接種を受

けてから効果が現れるには、約２週間かかることか

ら、１２月中旬までに接種を終えることが望ましい

です。また、効果は約５か月程度しかなく、毎年流

行するウイルスの型が変わるため、毎年の接種がよ

いでしょう。

　市では、インフルエンザが重症化しやすい高齢者

と乳幼児を対象に予防接種の助成をしています。対

象者には、受診券等を１０月

中旬に送付していますので

是非ご活用ください。紛失等

がありましたら、健康推進課

（☎ 47－ 1040・1041）まで

お問い合わせください。

保健師の

ちょっと一言
インフルエンザの予防対策をしましょう

保健だより保健だより保健だより保健だより

今月のげんきちゃん

立
たて

石
いし

 悠
ゆう

人
と

ちゃん（H26.4.14 生）と

お母さんの奈
な

月
つき

さん、

お兄さんの龍
りゅう

之
の

介
すけ

ちゃん（小篠津町）
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相談内容 と　き ところ・問い合わせ先

人 権 相 談 1月 8日（木） 13：00 ～ 16：00
老人福祉センター ( 浜の里 )
( 問 ) 鳥取地方法務局米子支局
　☎２２－６１６１

行 政 相 談 第２金曜日 13：00 ～ 16：00

老人福祉センター ( 浜の里 )
( 問 ) 鳥取行政評価事務所
　　行政相談室
　☎ 0857-24-5542

心 配ごと相談
12 月 26 日（金）

  1 月 16 日（金）
13：00 ～ 16：00

老人福祉センター ( 浜の里 )
( 問 ) 社会福祉協議会
　☎４５－６１１６
※法律相談は予約が必
要です（初回優先）

法 律 相 談
12 月 12 日（金）
12 月 19 日（金）
  1 月  9 日（金）

13：30 ～ 15：30

年 金ダイヤル

ねんきんダイヤル（一般的な年金相談）
　☎０５７０－０５－１１６５
（月～金曜日 8:30 ～ 17:15、第２土曜日 9:30 ～ 16:00）

ねんきん定期便専用ダイヤル
　☎０５７０－０５８－５５５
（月～金曜日 9:00 ～ 20:00、第２土曜日 9:00 ～ 17:00）

家庭児童相談 月～金曜日 8：30 ～ 17：15
子育て支援課
　☎４７－１０７７

子 育 て 相 談
毎日
「きらきら」土・日曜日を除く
「ひまわり」木曜日を除く

8：30 ～ 17：15
地域子育て支援センター
「きらきら」☎ 45-0116
「ひまわり」☎ 21-8103

青 少 年 相 談 月～金曜日 9：00 ～ 16：00
青少年育成センター
　☎４７－１０１４

ＤＶ（家庭内暴力）

電 話 相 談

◇心と女性の相談室　☎３１－９３０４
　受付時間：月～金曜日 8:30 ～ 17:15 ※緊急の保護には対応
◇夜間休日電話相談窓口　☎０８５８－２６－９８０７
　受付時間：夜間（毎日 17:15 ～ 8:30）、土日祝（8:30 ～ 17:15）

多重債務・法律

無 料 相 談 会

12 月 11 日（木）

12 月 21 日（日）
13：30 ～ 16：00

米子コンベンションセンター
（問）市消費生活相談室
　☎４７－１１０６
※申し込みが必要です

（祝日は除く）

 境港市の人口

　　男　：17,184 人（－ 2）
　　女　：18,506 人（＋ 4）
　合　計：35,690 人（＋ 2）
　世帯数：15,222 世帯（＋ 9）

　※平成 26 年 10 月末現在（）内は前月比

　※数値は外国人住民を含みます

一 

健
康
で
楽
し
く
働
き

　
　

 

明
る
い
家
庭
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一 

互
い
に
助
け
合
い 

　
　

 

だ
れ
に
も
親
切
に
し
ま
し
ょ
う

一 

き
ま
り
を
守
り

　
　

 

公
共
の
物
を
た
い
せ
つ
に
し
ま
し
ょ
う

一 

自
然
の
美
を
生
か
し

　
　

 

住
み
よ
い
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一 

豊
か
な
心
を
養
い

　
　

 

文
化
の
向
上
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う

　
　
　

   　
　
　

〈
昭
和
45
年
11
月
３
日
制
定
〉

市 民 憲 章

催し物スケジュール

くらしの相談日くらしの相談日

防災行政無線が聞き取りにくいときはテレフォンサービスをご利用ください！
　☎０１２０－４４５－０４０（フリーダイヤル）

と　き 催し物名 ところ 時　間 問い合わせ先 入場料

開催中
魚・木彫彩色レリーフ展
　（～ 12 月 29 日（月））

海とくらし
の 史 料 館

9:30 ～ 17:00
海とくらしの史料館
☎ 44 － 2000

大　人　　  400 円
小・中・高生 100 円

開催中
20 周年記念「境港 かにまつり」展
　（～ 1月 26 日（月））

海とくらし
の 史 料 館

9:30 ～ 17:00
海とくらしの史料館
☎ 44 － 2000

大　人　　  400 円
小・中・高生 100 円

12 月 12 日（金）
パンセ絵画展
　（～ 12 月 14 日（日））

市 民 会 館 9:00 ～ 17:00
パンセ
☎ 42 － 2704（角）

無料

12 月 14 日（日） 境港市人権ふれあいフェスティバル 文化ホール 11:30 ～ 15:30
境港市役所地域振興課
☎ 47 － 1102

無料

12 月 20 日（土） 絵本と紙芝居の会 市民図書館 14:30 ～
市民図書館
☎ 47 － 1099

無料
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